六日 間 

(日記) 



與謝野 晶子 



私と 麟 とだけ で 撮って 貰った。 私 は 着物 を着更 へた 序 

でで あるし、 頭 も 悪い ので あるから 買物に でも 行って 

来ようと 思った。 高野豆腐の 煮附 と味附 海苔で 昼の 食 

事 をして 私 は 家 を 出た。 X X 新聞社に 用が あつたから 

数寄屋 橋で 電車 を 降りた。 XX さんが 居なかった から 

X X 新聞社へ 行った の は 無駄だった。 有 楽 町の 河岸 を 

歩きながら、 尼さん の やうな もの をば かり 食べ て 居る 

からこれ ばかしの 道で も 苦しい の だと 情けなく 思った。 

三越の 二階で 羽織 を 一 枚 染める の を 頼んだ。 二三 日 前 

よ すゐ きょう 

の 夜 ふと 考 へて 面白がった 酔 興の こと も、 いよく 

紫紺に して くれと 云 ふ 時にはもう 恥 しくな つて 廃め 



て,；, つまめ 

に 蝶 燕の 模様の ある 襟 を 私のに 買った。 腹 立 だしい 

たまこ ほ 

気がした。 平 出さん へ 寄った。 煙草が 欲しい と 云った 

らェン チャン テレス はない と 笑 はれた。 私の ために 送 

別 会 をして くれない やうに、 着て 出る 着物が ないから 

きの ふ 

今から お頼みして 置く の だと 私 は 云った。 昨日 も 平野 

君が その 話 をして 綺麗な 自動車に あなた を 載せて 街 を 

皆で 歩かう かな ど、 云って 居た と 平 出さん は 云った。 

ぎょく せんだ う 

玉 川 堂で 短冊 を 買って 帰った。 子供 等 は 持って 帰つ 

た 林檎 をお いし さう に 食べる ので あつたが、 私 は 一片 

れも 食べる 気がしなかった。 夕飯の 時に 阪 本さん が 来 

た。 留守の 間に 浅 草の 川上さん のお 使が 見えた さう 



道で 行く から、 同行 を 頼んで やらう かと 役所で 云って 

くれた 人が あつたが、 船に 決めた と 云って 断った と 聞 

いて 私 は 残念で ならなかった。 新潮 社の 中 村さん が 来 

た。 何度 逢っても 例の やうな 私に は 覚える 事の 出来 憎 

い 顔で あるな どと 話しながら 思って 居た。 夕飯 を 味噌 

さんま みつ う を 

漬の 太刀魚で 食べた。 光が 煮し めば かり 食べて 魚 を 余 

り 食べなかった から ソップ を 飲ませた。 玄関の 土間の 

暗くな つた 頃に 平野さん が 来た。 これ か ら 暁星 の 夜学 

に 行く の だと 云って 〔# 「云って」 は 底本で は 「行って 匕 

腰 を 掛けた 儘で 話した。 先刻 聞いた 加 藤 大使の 話 をす 

ると、 さう して 汽車に 乗って 行ったら 妒ぃ。 免状なん 



をつ と 

つて 阪 本さん が 車夫 姿で 来たから 驚いた。 良人の 手紙 

が 配達され た。 謝肉祭の ことな どが 書いて あって、 そ 

れ から 写真が 着いた と 云って 子供の 顔が よく 写って 居 

やき こて ほ 

ない、 私の 焼鏝を 当てた 髪 を 下宿の 細君が 賞め た、 桃 

ま 

を ふらんす 人が 美く しいと 皆 賞め る など、 書いて あつ 

いくた 

た。 午後 私 は 車に 乗って 本郷へ 行った。 生 田さん へ最 

初に 行った が 生 田さん はお 留守であった。 奥様と お 話 

いとま 

して 一時間 程で お 暇した。 庭から お 座敷へ 通る 時の 

気持の^; い 家 だけれ ど、 夢の 中で よく 入って 行く 家の 

やうな 暗い 玄関 は 忘れたい 気がする。 千駄木 町の 平野 

さんの 家へ 行って 老夫婦に 逢った。 大 連行き の 支度で 



忙し さう であった。 森さん へ 伺って 二階のお 座敷で 一 

時間 程 先生と お 話 をした。 曙 町の 藤 島さん へ 行ったら 

ひかる のち 

もう 光の 帰った 後であった。 隠居さん の 御 病気 はも 

う 癒って 今日から 起きた と 云って おいでになった。 お 

雛 様の 前で 隠居さん とお 話 をして 居る 処 へ 奥様 は 御 

馳走 を 運んで おいでになった。 先生が 画室から 帰って 

おいでになった。 紅梅が 美く し 〔# 「美く し」 は 底本で 

は 「美しく 匕 かった。 帰りに 画室に お寄りして いろい 

桑 ほ 

ろの 画 を 見せて 貰った。 こんな 部屋が 欲しい など、 

珈琲 を 飲みながら 思って 居た。 壁画に 書いて おいでに 

な る 桃の 花が 暖 い 息 を 吹 い て 居る やうに も 思 つた。 弓 



は 人並な 朝飯 を 食べ て 見ようかと 云 ふ 気にな つ た。 

ォ ） ミル を 火に 掛ける の を 廃め させて 子供と 一 緒に 

をつ と 

暖ぃ 御飯 を 食べた。 文士の 決闘 を 書いた と 云 ふ 良人の 

原稿 はま だ 新聞に 出て 居なかった。 防水 剤の 話が 丁度 

その 欄に 載って 居た ので 読みながら 買って 見よう かな 

に ち /\ まんて うはう 

ど、 思った。 日々 の 歌 を 詠んで 万 朝 報の 歌 を 選んだ。 

昼の 白魚の 吸物が おいしくなかった。 朝に 御飯 を 食べ 

たせい かも 知れない。 源氏の 原稿 を 清書して 居る 処 

へ廣 川さん が 来た。 話しながら 私 は 去年の 五月の 初め 

しき 

にこの 人な どと 一 緒に した 旅が 頻りに 思 ひ 出された。 

煙草 をす、 める と クロノ ー スをー 一本 寶 川さん は 飲んだ _ 



底本 ： 「文章 世界」 博 文 館 

1912 (明治 化) 年 4 月 号 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 旧字 を 新字 

にあら ためました。 

※底本の 総 ルビ を、 パラ ルビに あらためました。 

※本 作品 中には、 身体 的. 精神的 資質、 職業、 地域、 

階層、 民族な どに 関する 不適切な 表現が 見られます。 

しかし、 作品の 時代 背景と 価値、 加えて、 作者の 抱え 

た 限界 を 読者 自身が 認識す る ， J と の 意義 を 考慮し、 底 

本の ままと しました。 (青空 文庫) 



入力 ： 武田秀 男 

校正 ： 門 田裕志 

2 003 年 2 月^ S 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



